
こどもがつどい にぎわい奏でるまち
～みんなの笑顔がめぐる 人と人がつながる場所～

活性化のテーマ

基本方針①

こどもが育ち、にぎ

わいが息づく、暮ら

しやすいまち

基本方針②

エリアの魅力を高

め、活動・活躍する

人が生まれるまち

目標① こどもが育ち、にぎわい息づくまちなか空間を創出する 目標② まちなかプレーヤーとして活躍できるまちなか空間を創出する

◎歩行者・自転車通行量（休日） ◎中心市街地の居住人口の社会増 ◎まちなか交流拠点マチノマの利用者数 ◎新規開業者数

目標 56,528 人/日 令和 12(2030)年度
【基準値 49,917 人/日 令和６（2024）年度

目標 1479 人/令和 8(2026)年度～令和 12(2030)年度合計
【基準値 957 人/令和元(2019)年度～令和５(2023)年度】

目標 6,236 人/令和 12(2030)年度
【基準値 3,905 人/令和 6(2024)年度】

目標 43 件/令和 12(2030)年度
【基準値 38 件/令和 6（２０２４）年度】

目標達成のための主な事業

まちなかプレーヤーとして活躍できるまちなか空間を創出するこどもが育ち、にぎわい息づくまちなか空間を創出する

① 中心市街地未利用地民間活用事業
旧文化会館跡地等について、民間事業者などとの対話を通じて活用の方向性を整理したのち、民間事業者などとから、商業施設のほか、「こどもの集え

る場」の整備が提案されるなど、民間活用による活性化施設として利活用を図る。

② ペデストリアンデッキにぎわい活用事業
川西能勢口駅と駅前商業施設をつなぐ道路空間で道路管理者と連携し、にぎわいイベントを実施することで、周辺施設への集客や来街者の増加を図る。

③ みつなかホールの大規模改修工事
円滑な施設運営とにぎわいづくりのために、みつなかホールの大規模改修工事を行う。

④ 川西能勢口駅周辺含む東側エリアまちづくり調査・研究事業
東側エリアのにぎわい創出に向け、東側エリアの調査・研究を行うとともに、こども・子育て世代をはじめ、多世代向けの新しい空間の創出をイメージした

まちづくり基本構想を策定した上で、民間事業者と対話を重ね、まちなか空間の魅力向上に向けた検討を行い、実行段階へ移行する。

⑤ 東側エリアの活性化事業
能勢口駅前からみつなかホールまでのにぎわい拠点である川西能勢口駅東側の可能性を探り、魅力を発掘・発信する。

① 川西市中心市街地活性化協議会運営支援事業
中心市街地活性化協議会が中心市街地の活性化のために行うイベント事業や遊休地、空き店舗の有効活用の

ためのコーディネート、まちづくりのプレーヤーの発掘などを行うまちづくりリーダーの活動に支援を行う

② 中心市街地空き店舗等出店支援事業
中心市街地の空き店舗に出店する事業者に対し、開店の支援を行うとともに、事業が継続できるよう家賃の

一部の補助を行うことで、中心市街地に魅力的な店舗を呼び込む。

③ 中心市街地起業者支援事業
中心市街地で新たに起業する者、起業間もない者に対し、セミナーの実施や、悩み相談などのフォローアップ

を行うことで、事業継続への支援を行い、まちで活躍する人を育成する。

④ LOCAL BUSINESS HUBかわにし
実践者による講義、双方向の対話、人と人との関係性を育む交流を通じて、多様なビジネスパーソンが共に学

び、共に育つ場として実施。中心市街地の各会場において、まちで活躍する人を育成する。

【概要版】第４期川西市中心市街地活性化基本計画 （計画期間：令和8年4月～令和 13年 3月）※令和7年4月～令和8年3月は第３期計画を延長

中心市街地の課題

◎中心市街地エリア全体の活性化（エリア内の各ゾーンにおける拠点の魅力強化）

○ これまで3 期にわたって川西能勢口駅周辺及びキセラ川西の 2 つの大きな拠点について、様々なにぎわい創出事業の実施により活性化を図ってきた。
○ その結果、令和 6（2024）年度には、歩行者・自転車通行量（休日）が目標値を上回る成果を上げることができる等、中心市街地におけるにぎわいがさらに向上した。
○ 川西能勢口駅東側エリアには 2 つの拠点以外にも、特徴的な店舗が並ぶ活性化ポテンシャルのあるエリアが存在するほか、旧文化会館跡地には、民間事業者により「こどもの集える場」が整備される計画があるなど、新たな活性化の種も存在しており、これ

らの活性化の機運をいかしつつ、更なるにぎわい創出につなげていくためにも、中心市街地に点在する特徴的なエリアごとにゾーニングを行い、そのゾーンごとににぎわいを創出し、中心市街地全体の活性化を底上げしていくことが必要である。

◎中心市街地で活動・活躍する人の増加（多様な人々が共創し、新たな挑戦ができる環境の強化）

○ アステ川西のぴぃぷぅ広場のリニューアルや川西阪急スクエアのオープン等もあり、子育て世帯等の多くのファミリー層が来街する状況となり、今後も歩行者・自転車通行量は増加し、新規出店数も増加すると予想している。
○ 中心市街地の起業者数は前期計画の目標達成には至っていないものの増加傾向にあるほか、中心市街地空き店舗等出店支援事業等で支援を行うことにより、新規起業者を着実に輩出している。
○ しかしながら、経済センサス活動調査による実績では、年間商品販売額や事業所数等商業指標は低下傾向にあるほか、未だ空き店舗も一定程度存在することから、商業だけの活性化ではなく、若い世代等の居住促進と共に、ビジネス交流や、市民活動等の

強化を進め、より多くの来街を促す仕組みづくりが必要である。
○ そのため、まちなか交流拠点マチノマの活用等の各種事業を実施することで、「まちなかプレーヤー」を育て、増やしていくとともに、育成された「まちなかプレーヤー」が中心市街地各所にあるにぎわい拠点において活動・活躍していくことで、子育て世帯等

の多くのファミリー層が訪れるようになった環境の下、中心市街地全体のにぎわいの底上げを図っていくことが必要である。

　　　　　　　令和7 年9 月16日政策会議　 資料２

産業振興課作成

エリア特性に応じたゾーニングとゾーニング内に、新たににぎわい拠点が生まれる仕組みづく
りを進め、エリア全体の活性化を進めていくことが必要なため、中心市街地に存在する未利用
地の有効活用や、特徴的な店舗が点在するエリア内の魅力向上を図る等の取り組みを進めて
いく。また、そのにぎわいを支え、創りあげていく子育て世代が集い、楽しく過ごせる空間づく
りを進めていくことで、持続的なにぎわい創出をめざす。

これまで起業・創業やイベント等によるにぎわいづくりを進めてきたが、次の展開として、ビジ
ネス交流スクールや、多様な活動への支援等、中心市街地の様々なエリアにて、活動・交流機会
を作る取り組みを進め、多くのまちづくりのプレーヤーが生まれる環境を整備する。また、文
化芸術等も楽しみながらにぎわいが創出される様々なソフト事業を展開し、エリアの魅力向上
を図る。



事業実施箇所図


